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近
親
交
配
を
避
け
る
こ
と�

①

　
　
　
　
　
㈳
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会

調
査
部
　
渥　

美　
　

正　
　
　

　

交
配
す
る
と
き
に
近
親
交
配
に
な
っ
て
い

な
い
か
確
認
を
し
て
い
ま
す
か
。
も
し
確
認

を
し
て
い
な
い
の
な
ら
、
種
を
付
け
る
種
雄

牛
が
交
配
雌
牛
の
血
統
登
録
証
明
書
に
載
っ

て
い
な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
こ
れ
を
お
ろ

そ
か
に
す
る
と
、
思
い
も
か
け
な
い
大
き
な

損
失
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
の
血
統
登
録
証
明
書
は
四
代
に
わ
た

り
表
示
さ
れ
、
近
交
回
避
が
か
な
り
徹
底
さ

れ
て
い
る
た
め
か
、
高
い
近
親
交
配
の
組
み

合
わ
せ
の
出
現
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
近
交
係
数
自
体
は
特
に
高
い

水
準
に
達
し
て
、
そ
の
弊
害
も
心
配
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

近
交
係
数
一
％
で

乳
量
二
十
八
・
五
㎏
減

　

近
親
交
配
を
高
め
る
こ
と
は
、
そ
の
系
統

の
望
ま
し
い
形
質
を
短
期
間
に
遺
伝
固
定
さ

せ
る
に
は
優
れ
た
交
配
で
す
。
し
か
し
、
近

親
交
配
が
高
ま
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
負
の
傾
向

を
示
し
、
近
交
退
化
や
遺
伝
病
の
発
現
を
起

こ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

近
交
退
化
と
は
、
血
縁
が
近
い
も
の
と
の

交
配
で
起
こ
り
、
泌
乳
能
力
の
低
下
や
体
格

の
矮
小
化
、
発
育
や
繁
殖
性
の
低
下
、
死
亡

率
の
増
加
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

雌
牛
の
近
交
に
よ
る
退
化
量
は
最
近
の
分

析
で
は
表
１
の
と
お
り
で
、
乳
量
で
み
る
と

近
交
係
数
が
一
％
上
昇
す
る
と
一
乳
期
あ
た

り
約
二
十
八
・
五
㌔
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
従
っ
て
、
近
交
係
数
六
・
二
十
五
％

の
場
合
に
は
一
乳
期
あ
た
り
約
百
七
十
八
㌔

の
減
、
十
二
・
五
％
で
は
約
三
百
五
十
六
㌔

の
乳
量
が
減
少
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

表 1．各形質の近交退化量
項　　目 1％ 6.25％

乳量（kg） -28.50 -178.13 
乳脂量（kg） -1.11 -6.94 
乳蛋白質量（kg） -0.89 -5.59 
無脂固形分量（kg） -2.51 -15.66 
分娩間隔（日） 0.44 2.73 
体貌と骨格 -0.0249 -0.1554 
肢蹄 -0.0222 -0.1385 
乳用強健性 -0.0149 -0.0929 
乳器 -0.0156 -0.0976 
決定得点 -0.0188 -0.1172 

（日本ホルスタイン登録協会　平成 22 年調べ）

図 1．出現率の高い近親交配の例

近
交
退
化
・
遺
伝
病
の
発
現
防
止
は
!?

S①父・娘交配
（近交係数 25％）

S②きょうだい交配
（近交係数 12.5％）

S③祖父・孫交配
（近交係数 12.5％）

S④おじ・めい交配
（近交係数 6.25％）

S⑤おば・おい交配
（近交係数 6.25％）

D①母・息交配
（近交係数 25％）

D②きょうだい交配
（近交係数 12.5％）

D③祖母・孫交配
（近交係数 12.5％）

D④おじ・めい交配
（近交係数 6.25％）

D⑤おば・おい交配
（近交係数 6.25％）

S：種雄牛、D：雌牛
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ま
た
、
受
胎
率
の
低
下
は
日
本
だ
け
で
は

な
く
国
際
的
な
問
題
で
あ
り
、
近
親
交
配
の

影
響
は
多
分
に
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

体
型
面
で
も
決
定
得
点
や
肢
蹄
、
乳
器
得
率

な
ど
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。

父
娘
交
配
の
近
交
係
数
は
？

　

先
ほ
ど
か
ら
、
た
び
た
び
登
場
す
る
近
交

係
数
と
は
、
近
親
交
配（
近
交
）の
度
合
い
を 

表
す
数
値
で
、
父
娘
交
配（
父
親
と
母
方
祖

父
が
同
一
種
雄
牛
）の
場
合
、
近
交
係
数
は

二
十
五
％
に
な
り
ま
す（
図
一
の
S
①
）。
ま

た
、
き
ょ
う
だ
い
交
配
や
祖
父
・
孫
交
配（
父

母
の
片
方
を
一
代
遡
る
）の
場
合
、
半
分
の

十
二
・
五
％
に
な
り
ま
す（
図
一
の
S
②
、
S

③
）。

観
察
で
発
見
さ
れ
た
遺
伝
病

　

さ
て
遺
伝
病
で
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る

B
L
A
D
や
C
V
M
に
つ
い
て
は
、
種
雄
牛

の
検
査
結
果
を
よ
く
み
て
、
キ
ャ
リ
ア（
保

因
牛
）か
フ
リ
ー
を
確
認
し
て
か
ら
交
配
を

し
て
く
だ
さ
い（
表
二
）。
雌
牛
も
キ
ャ
リ
ア

で
す
と
、
四
分
の
一
の
割
合
で
遺
伝
病
が
発

症
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
雌
牛

の
検
査（
B
L
A
D
、
C
V
M
）は
経
費
が
か

か
る
た
め
、
種
雄
牛
が
フ
リ
ー
の
も
の
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
受
胎
後
の
死
産
や
胚
死
に

な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

新
遺
伝
病
、
ブ
ラ
キ
ス
パ
イ
ナ

　

さ
て
、
二
〇
〇
六
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
で

新
し
い
奇
形
が
検
出
さ
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク

や
オ
ラ
ン
ダ
の
研
究
者
に
よ
る
調
査
か
ら
、

B
L
A
D
や
C
V
M
と
同
様
な
単
純
劣
性
遺

伝
的
不
良
形
質
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
両
親
が
キ
ャ
リ
ア
の
場
合

に
四
分
の
一
の
割
合
で
発
症
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

こ
れ
を
ブ
ラ
キ
ス
パ
イ
ナ（
BY
：

B
r
a
c
h
y 

S
p
i
n
a
、
牛
短
脊
椎

症
候
群
）と
呼
び
ま
す
。
ブ
ラ
キ
ス
パ
イ
ナ

の
症
状
は
、
流
産
や
、
ま
れ
に
死
産
と
し
て

現
れ
ま
す
。
生
ま
れ
た
と
し
て
も
長
期
在
胎

の
傾
向
が
あ
り
、
子
牛
の
体
重
は
十
～
十
五

kg
の
低
体
重
で
す
。
一
部
C
V
M
と
似
て
い

る
症
状
も
あ
り
ま
す
が
、
C
V
M
の
子
牛
の

体
重
は
二
十
五
kg
と
少
し
大
き
く
、
ま
た
、

ブ
ラ
キ
ス
パ
イ
ナ
は
生
ま
れ
て
も
直
ぐ
に
死

亡
し
、
発
症
牛
で
生
存
し
た
個
体
の
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
。
発
症
牛
の
特
徴
は
脊
椎
骨
の

短
縮
、
細
長
い
手
足
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

下
顎
短
縮
で
区
別
が
で
き
、
い
く
つ
か
の

ケ
ー
ス
で
は
、
臓
器
の
複
数
の
欠
陥
が
観
察

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
保
因
牛
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、「
ス
イ
ー

ト
ヘ
イ
ブ
ン 

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」に
辿
り
つ

き
、
そ
の
息
牛
「
ビ
ス
メ
イ 

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ン 

ク
レ
イ
タ
ス
」も
保
因
牛
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
種
雄
牛

で
は
、「
ワ
ー
デ
ル　

コ
ン
ビ
ン
サ
ー　

ET
」

や
「
サ
ン
デ
イ
バ
レ
ー　

ボ
ル
ト
ン　

ET
」

が
キ
ャ
リ
ア
で
す
。
海
外
で
は
よ
う
や
く
昨

年
か
ら
検
査
体
制
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
日

本
も
今
年
か
ら
検
査
を
行
う
体
制
を
整
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

表 2．遺伝疾患

遺伝疾患名／症状 保因？ 2 桁 3 桁 判明している最古の祖先

BLAD　 牛白血球粘着不全症 キャリア BL BLC カーリンエム　アイバンホー
ベル致死・半致死（生後数ヶ月以内で死亡） フリー TL BLF

CVM 牛複合脊椎形成不全症 キャリア CV CVC ペンステート　アイバンホー
スター

受胎後 260 日以内で 80％以上が流産 ､ まれに死産 フリー TV CVF （カーリンエム　アイバンホー
ベルの父）

Brachyspina 牛短脊椎症候群 キャリア BY BYC スイートヘイブン トラディション

( ブラキスパイナ ) 胎児の流産 ､ まれに死産 フリー TY BYF （ビスメイ トラディション クレイ
タスの父）

写
真
　
ブ
ラ
キ
ス
パ
イ
ナ
の
死
産
牛�

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
提
供
（
デ
ン
マ
ー
ク
）

遺
伝
病
の
表
示
は
四
月
か
ら
三
桁

　

な
お
、
ホ
ル
協
で
は
平
成
二
十
四
年

四
月
か
ら
各
証
明
書
や
Ｈ
Ｐ
の
遺
伝
病

の
表
示
を
表
二
の
と
お
り
二
桁
か
ら
三

桁
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ

の
推
奨
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
し
ば

ら
く
の
間
は
、
精
液
ラ
ベ
ル
な
ど
二
桁

の
も
の
が
混
在
す
る
た
め
、
ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
。
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分
析
で
発
見
さ
れ
た
遺
伝
病

　

昨
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ
た
ハ

プ
ロ
タ
イ
プ
型
遺
伝
病
は
、
種
雄
牛
の
持
つ

ゲ
ノ
ム（
遺
伝
子
）情
報
を
総
合
的
に
解
析
す

る
こ
と
で
致
死
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ら
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
三
つ

（
H
H
1
、H
H
2
、H
H
3
）、ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
一
つ（
J
H
1
）、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
一

つ（
B
H
1
）の
合
計
五
つ（
表
三
）で
、
例
え

ば
JH
１
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ

一
番
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
の
ゲ
ノ
ム
情
報

は
、
種
雄
牛
死
産
率
と
種
雄
牛
受
胎
率
の
全

米
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
分
析
を
し
て
死
産
率
へ

の
影
響
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た

が
、
妊
娠
初
期
に
死
亡
す
る
致
死
遺
伝
病
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

ホ
ル
協
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
協
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
の
種
雄
牛
に
つ
い
て

公
表
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
技
術
の
た
め
、
他
の
国
で
は
ま
だ
静
観

の
構
え
で
す
。

　

ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
と
は
D
N
A
鎖
の
一
部
分

で
、
親
か
ら
子
に
引
き
継
が
れ
、
こ
れ
か
ら

も
疾
病
の
遺
伝
的
要
因
解
析
の
応
用
に
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
十
月
に
、
W
H
F
F（
世
界
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
・
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
連
盟
）の
総
会
が

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ

の
議
題
の
一
つ
と
し
て
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
の
遺

伝
病
が
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
ま
た
、
新
し
い
情
報
が
各
国
か

ら
報
告
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
次
月
号
に
続
く
）

表 3．ハプロタイプ型の致死遺伝疾患

品種 ハプロ
タイプ

キャリア
保因頻度 判明している最古の祖先

ホルスタイン

HH1 4.5％ ポーニー　ファーム　アーリンダ　チーフ

HH2 4.6％ ウイローホーム　マーク　アンソニー

HH3 4.7％ グレビュー　スカイライナー、グレンデール　
アーリンダ　チーフ

ジャージー JH1 23.4％ オブザーバー　チョコレート　ソルジャー

BS BH1 14.0％ ウエスト　ローン　ストレッチインブルーバー

※ BS：ブラウン・スイス

リサイクルコーナー
ファームワゴン（1t）
エレベーターアタッチメント付

メーカー：タカキタ
購入年月：1970 年代後半
譲渡条件：現地引き取り・現状渡し
譲渡価格：無償
選定方法：応募者多数の場合は抽選
譲 渡 者：大岡章人組合員（三次市吉舎町）
応 募 先：広酪事業推進課　岡田
電　　話：0824-64-2072
FAX番号：0824-64-2233
応募締切：平成 24 年 7 月 13 日（金）
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